
競技規定
鎌倉カントリークラブ

競技委員会

KamakuraCountryClub GOLF SURVIVAL 2025　競技規定

競技日： 7月21日(月/祝)

1.プレーの条件 ・前半9Hを練習ラウンドとし、後半9Hを各ホールごとストロークプレーによるシュートアウト方式

2.ゴルフ規則 ・鎌倉CC競技特別規則、本競技ローカルルール、およびJGAゴルフ規則により行う。

3.臨時ローカルルール ・臨時ローカルルールがある場合は、当日競技委員より告知を行う。

4.競技方法 ・使用ティーマーク：黒／使用グリーン：Kグリーン　　

・9ホール　各ホールごとのストロークプレーによるシュート・アウト方式（各ホール１名ずつスコアの悪い者が脱落）

・各ホールにてタイのスコアがでた場合は、競技委員長が指定する場所からパター又は、
アプローチショットを行い打球とカップまでの距離が一番遠いプレーヤーのみ脱落する。
その際、打球がグリーンに乗らなくても罰はなくカップまでの距離を計測する。同距離がでた場合は場所を変えて再度行う。

※サドンデスの際、他のプレーヤーのショット及び結果を見ることはできない。必ず競技委員長の指示に従うこと。

※対象者1名ずつの距離を都度測り、すべてのプレーヤーが終了したのちに発表する。

・スキップ：そのホールをバーディ又はイーグル (ホールインワン）でホールアウトした場合は、以下のとおりホール

をプレーせずに次のホールに進むことができる権利のこと。　

バーディの場合：１ホールスキップ　　例：3Hバーディ→1ホール（スキップ）→5Hよりプレー

イーグルの場合：２ホールスキップ　　例：3Hバーディ→2ホール（スキップ）→6Hよりプレー

※次ホールでプレーヤーが一人になる場合、スキップ権は消失する

5.打順 ・スタート前のくじ引きにより決定する。以後、オナーはロースコア順とする。

6.競技委員会の裁定 ・委員会はローカルルール競技の条件を修正する権限を有し、全ての事柄について、この委員会の裁定は最終である。

7.クラブと球の規格  (1)ストロークを行うために使うドライバーはR&Aが発行する最新の適合ドライバーヘッドリストに掲載されている

クラブヘッド(モデルとロフトで識別される)を持つものでなければならない。

 (2) ストロークを行うときに使用する球はR&Aが発行する最新の適合球リストに掲載されていなければならない。 

8.注意事項 ・プレーヤーは、各ショットの際に必ず競技委員長（または競技委員）の合図によりショットを行うこと。
その際、競技委員長(または競技委員）は何打目のショットなのかを確認する場合がありますのでご協力をお願いいたします。
・各ホールのカップイン後に競技委員長(または競技委員）によりスコアの確認を行います。

・各ホールにフォアキャディを配置します。

白旗：セーフ／赤旗：OB／青旗：球の未確認、　OBの判定不能

・ホールとホールの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 
終了したばかりのグリーンやその近くで練習ストロークを行う。
終了したばかりのグリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってグリーン面をテストする。 
・昼食時の練習（パター練習場を除く）を禁止とする。※会員同士の交流が目的のため。


